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1. 2024年3月期の連結業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 8,286 3.3 325 ― 248 ― 247 ―

2023年3月期 8,024 2.1 △38 ― △23 ― △540 ―

（注）包括利益 2024年3月期　　703百万円 （―％） 2023年3月期　　△534百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年3月期 121.11 ― 2.4 1.6 3.9

2023年3月期 △259.79 ― △5.1 △0.2 △0.5

（参考） 持分法投資損益 2024年3月期 ―百万円 2023年3月期 25百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 15,356 10,732 69.9 5,441.73

2023年3月期 14,987 10,280 68.6 4,937.57

（参考） 自己資本 2024年3月期 10,732百万円 2023年3月期 10,280百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年3月期 △515 △895 △288 2,712

2023年3月期 241 △137 △33 4,412

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 63 ― 0.6

2024年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 63 24.8 0.6

2025年3月期(予想) ― 15.00 ― 15.00 30.00 42.3

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,100 9.8 290 △11.0 210 △15.6 140 △43.5 70.99



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期 2,130,000 株 2023年3月期 2,130,000 株

② 期末自己株式数 2024年3月期 157,802 株 2023年3月期 47,878 株

③ 期中平均株式数 2024年3月期 2,044,139 株 2023年3月期 2,079,065 株

（注）　2024年３月期の自己株式数、2024年３月期の期中平均株式数の算定にあたり控除する自己株式には、株式給付信託の信託財産として保有する当
社株式を含めております。

（参考）個別業績の概要

2024年3月期の個別業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 7,579 4.6 287 ― 232 ― 240 ―

2023年3月期 7,243 1.7 △88 ― △69 ― △264 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期 117.55 ―

2023年3月期 △127.43 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 14,708 10,270 69.8 5,207.74

2023年3月期 14,368 9,845 68.5 4,728.75

（参考） 自己資本 2024年3月期 10,270百万円 2023年3月期 9,845百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果と

なる可能性があります。なお、業績予想につきましては、添付資料の４ページ「今後の見通し」をご参照ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度の世界経済は、中東・ウクライナ情勢が長期化するなかで、米国を中心に堅調に推移しインフレも

鈍化に向かいつつある一方で、期待された中国経済の回復には力強さが見られない状況にあります。日本経済は物価

高により個人消費が低調に推移するなど緩やかな回復にとどまっています。

　当社グループを取り巻く事業環境については、造船業界では、コンテナ船等の市況低迷、資材価格の上昇により新

造船受注が昨年に続きやや停滞しましたが、人手不足等により建造量が低水準に留まっていることもあり、国内造船

所の手持工事量は高水準で推移しています。重電・製鉄業界では、生産設備の統廃合が進展すると同時に設備投資の

抑制傾向が続いています。一方、半導体業界では、パソコン等最終消費財向けの需要は底を打ったものの回復スピー

ドは鈍く、産業機器や通信基地等インフラ向け半導体も需要は軟調に推移しました。オフィス賃貸については、都内

における平均空室率は低下基調にあり、下落傾向が続いた賃料は足許上昇に転じました。

　このような状況のなか、当社グループは、機械関連事業において国内造船所からの需要回復に伴い舶用機器部門の

操業が回復基調に転じました。工事量増加に対応して生産体制の再構築、業務効率化を進めるとともに、引き続きス

ポット工事の積極的な取り込みに努めました。産業機器部門は製鉄関連、重電関連等に需要が見られました。資源関

連事業のハイシリカ（精製珪石粉等）部門においては、軟調な半導体封止材向け需要を半導体関連向けガラス等の需

要取り込みによりカバーすべく努めました。このように全事業部門を通じて、売上高の確保とコスト削減、業務の効

率化等による収益力の強化に努めました。

　この結果、当連結会計年度の売上高は8,286百万円（前連結会計年度比3.3％増）、営業利益は325百万円（前連結

会計年度は38百万円の営業損失）、経常利益は248百万円（前連結会計年度は23百万円の経常損失）となりました。

台風被害に係る受取保険金101百万円及び持分法適用関連会社の持分譲渡費用等に係る債務免除益26百万円を特別利

益に、機械関連事業のクレーン更新等に係る固定資産処分損146百万円を特別損失に計上したこと等から、親会社株

主に帰属する当期純利益は247百万円（前連結会計年度は540百万円の当期純損失）となりました。

事業分野別の概況は次のとおりであります。

（機械関連事業）

　舶用機器部門については、船殻ブロックがスポット工事の積極的な取り込みにより建造隻数の減少をカバーするこ

とで引き続き堅調に推移するとともに、ハッチカバーについても受注、売上とも大幅に回復し操業度も改善しまし

た。産業機器部門は、風力発電関連の剥落もあり売上がやや低調に推移しましたが、製鉄関連、重電関連の受注は順

調に回復しつつあります。また、工事部門も大型工事を受注する等回復基調にあります。なお、松浦工場における60

ｔジブクレーンの更新等に伴い減価償却費等が増加しました。

　この結果、機械関連事業全体では、売上高は5,275百万円（前連結会計年度比11.2％増）、営業利益は130百万円

（前連結会計年度は252百万円の営業損失）となりました。

（資源関連事業）

　半導体封止材などの原料であるハイシリカ（精製珪石粉等）部門は、半導体関連が市況低迷に伴う需要減少により

大きく減収となりました。一方、光学関連は半導体関連向けガラスの需要が堅調に推移し、特殊ガラス等の減少をカ

バーしました。また、高単価製品用原石の調達難、品質のばらつき発生への対応により原料費が上昇しました。

　この結果、2022年9月末での結晶質石灰石部門の事業終了の影響も含め、資源関連事業全体では、売上高は2,198百

万円（前連結会計年度比8.4％減）、営業利益は137百万円（同1.3％増）となりました。

（不動産関連事業）

　賃貸ビルの稼働状況が順調に推移する一方でメンテナンス費用が発生したことにより、売上高が139百万円（前連

結会計年度比2.2％増）、営業利益は32百万円（同19.2％減）となりました。
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（素材関連事業）

　耐熱塗料部門は主力の設備用の好調に加え、工業用・輸出用にも回復が見られました。ライナテックス（高純度天

然ゴム）関連部門は、前年度のスポット要因の剥落で苦戦しました。

　この結果、素材関連事業全体では、売上高は673百万円（前連結会計年度比9.6％減）、営業利益は20百万円（同

38.6％減）となりました。

(２）当期の財政状態の概況

　　資産、負債、純資産の状況

当連結会計年度末の総資産は、15,356百万円と、前連結会計年度末比368百万円増加いたしました。これは、主

として投資有価証券や売上債権、棚卸資産等が増加したことによるものであります。

負債合計は4,624百万円となり、前連結会計年度末比82百万円減少いたしました。これは、主として受注損失引

当金が減少したことによるものであります。

純資産合計は10,732百万円となり、前連結会計年度末比451百万円増加いたしました。これは、主としてその他

有価証券評価差額金が増加したことによるものであります。この結果、自己資本比率は69.9％となりました。

(３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は2,712百万円となり、前連結会計

年度末の4,412百万円より1,699百万円と前連結会計年度末比38.5％減少いたしました。

　　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は、515百万円（前連結会計年度は241百万円の獲得）となりました。これは主とし

て売上債権の増加494百万円及び棚卸資産の増加420百万円があったこと等によるものであります。

　　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、895百万円（前連結会計年度比553.2％増）となりました。これは主として有形

固定資産の取得による支出763百万円があったこと等によるものであります。

　　 （財務活動によるキャッシユ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、288百万円（同751.8％増）となりました。これは配当金の支払い63百万円に加

え、自己株式の取得212百万円等があったことによるものであります。

- 3 -

㈱ニッチツ（7021）　2024年３月期　決算短信



2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期

自己資本比率（％） 71.8 71.5 72.5 68.6 69.9

時価ベースの自己資本比

率（％）
17.2 19.8 18.4 17.4 26.2

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
2.9 1.4 21.3 5.2 △2.4

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
50.6 89.1 6.7 28.8 △61.1

　　自己資本比率 ： 自己資本／総資産

　　時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産

　　キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー

　　インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い

参考）キャッシュ・フロー指標のトレンド

（算出方法）

（注）

　　①各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

　　②株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

　　③有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

　　④営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャ

ッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。

(４）今後の見通し

　世界経済は、欧米において景気がソフトランディングに向かいつつも、中国経済の成長率鈍化、地政学的緊張の

高まり、根強いインフレ圧力等により不安定な展開が予想されます。日本経済も賃上げに伴う個人消費の回復が期

待されるものの、金利為替動向等も含め先行き不透明な状況にあります。

　当社グループをめぐる事業環境については、国内造船所は手持工事量が積み上がっているものの人手不足等から

建造量の回復には制約が見込まれます。半導体関連需要は底打ちを見せつつも全体的な在庫調整局面は継続するも

のと予想されます。

　2025年3月期の見通しについては、機械関連事業の舶用機器部門は、堅調な船殻ブロックに加えハッチカバーを

中心とした工事量の増加が見込まれます。産業機器部門においては製鉄関連・重電関連工事、工事部門では発電

所・プラント設備工事の増加が見込まれます。一方、鋼材の自動加工ライン新設に伴い松浦工場および江迎工場の

改修費用が発生する見込みです。資源関連事業のハイシリカ部門については、半導体関連向けガラスの需要が引き

続き堅調に推移する一方で、主力の半導体封止材向け需要は回復が遅れるものと見込まれます。

　以上のこと等から、2025年3月期の売上高は9,100百万円（2024年3月期比9.8%増）、営業利益は290百万円（同

11.0%減）、経常利益は210百万円（同15.6%減）、親会社株主に帰属する当期純利益は140百万円（同43.5%減）と

予想しております。

(５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　利益配分にあたっては、企業体質の強化を図りつつ、業績に裏づけられた配当を安定的に継続することを基本に

考えております。当期末の配当につきましては、１株につき15円（年間配当金は中間配当金15円と合わせ１株につ

き30円）とさせていただく予定であります。

　次期の配当につきましては、業績見通しを踏まえ、中間配当金は１株につき15円、期末配当金は１株につき15円

を予定いたしております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,412,374 2,712,696

受取手形、売掛金及び契約資産 1,658,806 1,950,624

電子記録債権 546,141 749,202

商品及び製品 166,372 230,642

仕掛品 757,998 1,086,140

原材料及び貯蔵品 429,117 457,068

その他 225,365 538,215

貸倒引当金 △235 △ 305

流動資産合計 8,195,941 7,724,284

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,495,955 1,528,699

機械装置及び運搬具（純額） 762,882 1,198,055

鉱業用地（純額） 4,884 4,884

一般用地 2,297,795 2,297,795

建設仮勘定 522,556 251,893

その他（純額） 57,475 58,813

有形固定資産合計 5,141,550 5,340,142

無形固定資産 83,369 76,356

投資その他の資産

投資有価証券 1,465,256 2,127,953

繰延税金資産 10,431 2,614

その他 92,880 87,022

貸倒引当金 △1,482 △ 1,582

投資その他の資産合計 1,567,086 2,216,008

固定資産合計 6,792,005 7,632,506

資産合計 14,987,947 15,356,791

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 597,751 644,881

短期借入金 1,226,800 1,126,800

未払費用 724,389 648,196

未払法人税等 23,669 19,417

賞与引当金 79,931 81,963

受注損失引当金 175,790 59,121

環境安全対策引当金 - 1,475

その他 479,778 390,377

流動負債合計 3,308,110 2,972,232

固定負債

長期借入金 29,000 92,200

繰延税金負債 533,827 724,761

役員退職慰労引当金 25,195 13,440

役員株式給付引当金 40,955 39,899

環境安全対策引当金 4,372 4,372

退職給付に係る負債 595,292 622,140

資産除去債務 43,233 44,407

その他 127,342 111,161

固定負債合計 1,399,218 1,652,382

負債合計 4,707,328 4,624,615

純資産の部

株主資本

資本金 1,100,000 1,100,000

資本剰余金 811,257 811,257

利益剰余金 8,091,827 8,275,515

自己株式 △88,384 △ 276,712

株主資本合計 9,914,699 9,910,060

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 377,859 835,486

繰延ヘッジ損益 519 -

退職給付に係る調整累計額 △12,460 △ 13,370

その他の包括利益累計額合計 365,918 822,115

純資産合計 10,280,618 10,732,175

負債純資産合計 14,987,947 15,356,791
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

売上高 8,024,547 8,286,972

売上原価 7,095,952 7,066,173

売上総利益 928,595 1,220,798

販売費及び一般管理費 967,592 894,822

営業利益又は営業損失（△） △38,997 325,976

営業外収益

受取利息 345 261

受取配当金 50,786 53,050

持分法による投資利益 25,323 -

補助金収入 27,610 24,296

受取保険金 24,698 16,055

その他 30,158 19,741

営業外収益合計 158,922 113,404

営業外費用

支払利息 8,365 8,887

休廃止鉱山管理費 109,993 145,709

その他 25,258 36,078

営業外費用合計 143,618 190,675

経常利益又は経常損失（△） △23,693 248,706

特別利益

固定資産売却益 4,754 31,965

受取保険金 - 101,457

資産除去債務戻入益 26,320 -

債務免除益 - 26,519

特別利益合計 31,074 159,942

特別損失

固定資産処分損 18,043 146,080

災害による損失 106,670 -

事業構造改革費用 67,646 -

関係会社出資金売却損 46,244 -

その他 - 5,717

特別損失合計 238,604 151,797

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△231,222 256,851

法人税、住民税及び事業税 25,455 10,479

法人税等調整額 283,450 △1,203

法人税等合計 308,905 9,276

当期純利益又は当期純損失（△） △540,128 247,574

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△540,128 247,574

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △540,128 247,574

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 106,142 457,627

繰延ヘッジ損益 △1,233 △519

退職給付に係る調整額 49,966 △910

持分法適用会社に対する持分相当額 △148,783 -

その他の包括利益合計 6,092 456,196

包括利益 △534,036 703,771

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △534,036 703,771

非支配株主に係る包括利益 - -

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,100,000 811,257 8,695,846 △106,925 10,500,177

当期変動額

剰余金の配当 △63,890 △63,890

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△540,128 △540,128

自己株式の取得 △112 △112

自己株式の処分 18,653 18,653

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - △604,019 18,541 △585,477

当期末残高 1,100,000 811,257 8,091,827 △88,384 9,914,700

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 271,716 1,753 148,783 △62,426 359,826 10,860,004

当期変動額

剰余金の配当 △63,890

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△540,128

自己株式の取得 △112

自己株式の処分 18,653

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

106,142 △1,233 △148,783 49,966 6,092 6,092

当期変動額合計 106,142 △1,233 △148,783 49,966 6,092 △579,385

当期末残高 377,859 519 - △12,460 365,918 10,280,618

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,100,000 811,257 8,091,827 △88,384 9,914,700

当期変動額

剰余金の配当 △63,886 △63,886

親会社株主に帰属する当期
純利益

247,574 247,574

自己株式の取得 △212,707 △212,707

自己株式の処分 24,379 24,379

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - 183,687 △188,327 △4,640

当期末残高 1,100,000 811,257 8,275,515 △276,712 9,910,060

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 377,859 519 △12,460 365,918 10,280,618

当期変動額

剰余金の配当 △63,886

親会社株主に帰属する当期
純利益

247,574

自己株式の取得 △212,707

自己株式の処分 24,379

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

457,627 △519 △910 456,196 456,196

当期変動額合計 457,627 △519 △910 456,196 451,556

当期末残高 835,486 - △13,370 822,115 10,732,175

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△） △231,222 256,851

減価償却費 354,220 477,786

災害による損失 106,670 -

事業構造改革費用 67,646 -

受取保険金 - △101,457

資産除去債務戻入益 △26,320 -

関係会社出資金売却損 46,244 -

債務免除益 - △26,519

受注損失引当金の増減額（△は減少） 83,835 △116,668

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,790 △11,755

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） △4,132 △1,056

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △66,391 25,535

事業構造改革引当金の増減額（△は減少） △68,351 -

受取利息及び受取配当金 △51,132 △53,311

支払利息 8,365 8,887

持分法による投資損益（△は益） △25,323 -

有形固定資産売却損益（△は益） △4,754 △31,965

有形固定資産処分損 18,043 146,080

売上債権の増減額（△は増加） 72,253 △494,878

棚卸資産の増減額（△は増加） △164,765 △420,364

未収入金の増減額（△は増加） 17,324 △108,527

前払費用の増減額（△は増加） 41,307 △130,910

仕入債務の増減額（△は減少） △15,894 47,129

未払費用の増減額（△は減少） 144,294 27,854

その他 △61,220 69,896

小計 243,487 △437,393

利息及び配当金の受取額 51,732 53,311

利息の支払額 △8,495 △8,435

事業構造改革費用の支払額 △113,883 -

保険金の受取額 103,208 -

災害損失の支払額 - △106,670

法人税等の支払額 △34,843 △16,456

営業活動によるキャッシュ・フロー 241,204 △515,642

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △4,629 △4,784

関係会社出資金の売却による収入 411,321 -

有形固定資産の取得による支出 △549,457 △763,739

有形固定資産の除却による支出 - △133,962

有形固定資産の売却による収入 7,230 42,712

無形固定資産の取得による支出 △3,292 △28,850

その他 1,784 △6,604

投資活動によるキャッシュ・フロー △137,043 △895,228

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） - △100,000

長期借入れによる収入 50,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △38,840 △36,800

自己株式の取得による支出 △112 △212,707

自己株式の処分による収入 18,653 24,379

配当金の支払額 △63,619 △63,778

財務活動によるキャッシュ・フロー △33,918 △288,905

現金及び現金同等物に係る換算差額 86 99

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 70,329 △1,699,678

現金及び現金同等物の期首残高 4,342,045 4,412,374

現金及び現金同等物の期末残高 4,412,374 2,712,696

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

- 11 -

㈱ニッチツ（7021）　2024年３月期　決算短信



（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1）連結子会社の数  3社

(2）主要な非連結子会社の名称等

非連結子会社名

該当事項はありません。

２．連結子会社の事業年度等に関する事項

  　すべての連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

３．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券

　　　その他有価証券

　　　市場価格のない株式等以外のもの

　　　　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

　　　市場価格のない株式等

　　　　移動平均法に基づく原価法

　　②デリバティブ

　　　時価法

　　③棚卸資産

　　　商品・原材料

        移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

　　　製品・仕掛品

        個別法に基づく原価法（一部移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定））

　　　貯蔵品

        最終仕入原価法

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

　①有形固定資産

　　　定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降

に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）

　　　なお、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、３年間の均等償却

　　　また、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　　　　建物及び構築物　　　15年～50年

　　　　機械装置及び運搬具　４年～12年

　②無形固定資産

　　　定額法

　　　なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

　③長期前払費用

　　　定額法
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(3）重要な引当金の計上基準

　　①貸倒引当金

　　　  債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

　　②賞与引当金

　　　　従業員賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しております。

　　③受注損失引当金

　　　　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における受注契約に係る損失見込額を計上し

ております。

　　④工事損失引当金

　　　　工事契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における工事契約に係る損失見込額を計上し

ております。

　　⑤役員退職慰労引当金

　　　　役員の退職慰労金の支給に備えるため、連結子会社の一部は内規に基づく当連結会計年度末要支給額を計

上しております。

　　⑥役員株式給付引当金

　　　　取締役への当社株式の給付に備えるため、役員株式給付規程に基づく当連結会計年度末に負担すべき給付

見込額を計上しております。

　　⑦環境安全対策引当金

　　　　保管するＰＣＢ廃棄物等の処理費用の支出に備えるため、当連結会計年度末における処理費用見込額を計

上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

　　①退職給付見込額の期間帰属方法

　　　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっております。

　　②数理計算上の差異の費用処理方法

　　　　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（７

年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしておりま

す。

(5）収益及び費用の計上基準

　当社グループの「機械関連事業」、「資源関連事業」、「素材関連事業」では、以下の５ステップアプロー

チに基づき、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転することにより、履行義務を充足した時に又は充足

するにつれて、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　ステップ１：顧客との契約を識別する。

　ステップ２：契約における履行義務を識別する。

　ステップ３：取引価格を算定する。

　ステップ４：取引価格を契約における別個の履行義務へ配分する。

　ステップ５：履行義務を充足した時点で（又は充足するにつれて）収益を認識する。

　当社及び連結子会社の主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとお

りであります。なお、取引の対価は履行義務を充足した時点から1年以内に回収しており、重大な金融要素は含

んでおりません。

 ①商品及び製品の販売

 　機械関連事業においては、舶用機器、空気予熱機ほかの一般産業機械等の設計・製造・販売、資源関連事業

においては、ハイシリカ（精製珪石粉等）の製造・仕入・販売、素材関連事業においては、耐熱塗料製造・販

売及びライナテックス（高純度天然ゴム）仕入・加工・販売を行っております。これらの販売については、顧

客に商品及び製品を引き渡した時点でその支配が顧客に移転して履行義務が充足されるため、引き渡した時点

で収益を認識しております。ただし、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期

間である場合には、出荷時に収益を認識しております。
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②工事契約等

　機械関連事業においては、プラント関連機器の保守等の請負を行っております。請負契約等については、一

定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しており

ます。原価の発生が工事の進捗度を適切に表すと判断しているため、進捗度の測定は、連結会計年度末までに

発生した工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。

　なお、請負契約について、少額又は完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合

には代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を

認識しております。

(6）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　　　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。

(7）重要なヘッジ会計の方法

　　①ヘッジ会計の方法

　　　  繰延ヘッジ処理を採用しております。

　　　  なお、為替予約については振当処理の要件を充たしている場合には振当処理を、金利スワップについては

特例処理の要件を充たしている場合には特例処理を採用しております。

　　②ヘッジ手段とヘッジ対象

　　　イ．ヘッジ手段　為替予約取引

　　　　ヘッジ対象　外貨建債権・債務及び外貨建予定取引

　　　ロ．ヘッジ手段　金利スワップ

　　　　　ヘッジ対象　借入金

　　③ヘッジ方針

　　　  当社及び連結子会社は、外貨建取引のうち、当社及び連結子会社に為替変動リスクが帰属する場合は、そ

のリスクヘッジのため、実需原則に基づき為替予約取引を行うものとしております。また、リスクヘッジの

手段としてのデリバティブ取引は為替予約取引、金利スワップ取引を行うものとし、投機目的の取引及びレ

バレッジ効果の高いデリバティブ取引は行わない方針であります。

　　④ヘッジ有効性評価の方法

　　　  ヘッジ対象の損益がヘッジ手段の損益によって相当の相殺が行われたかのテストをし、また、ヘッジ対象

が予定取引の場合は、取引予定日、売買予定物件、売買予定量等予定取引の主要な取引条件及び予定取引を

実行する見込みが極めて高いこと等を確認しております。

　　　  なお、特例処理の適用要件を充たしている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。

(8）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　　　連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な

預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以

内に償還期限の到来する短期投資からなります。
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（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

前連結会計年度
（2023年3月31日）

当連結会計年度
（2024年3月31日）

有形固定資産減価償却累計額 14,297,304千円 14,211,032千円

前連結会計年度
（2023年3月31日）

当連結会計年度
（2024年3月31日）

担保提供資産

　有形固定資産 2,832,928千円 2,815,176千円

上記に対応する債務

　短期借入金 300,000千円 300,000千円

（連結貸借対照表関係）

（連結貸借対照表関係）

１　有形固定資産の減価償却累計額

２　担保資産及び担保付債務
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（連結損益計算書関係）

（連結損益計算書関係）

１　受取保険金

　　　前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

　該当事項はありません。

　　　当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

　当社松浦工場（長崎県松浦市）及び当社江迎工場（長崎県佐世保市）において受けた台風被害に係る受取保険金

101,457千円を特別利益に計上しております。

２　災害による損失

　　　前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

　2022年９月に発生した台風14号による被害等が発生し、災害による損失106,670千円を特別損失に計上しており

ます。その内訳は、災害復旧費用106,670千円であります。

　　　当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

　該当事項はありません。

３　事業構造改革費用

　　　前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

　資源関連事業に係る結晶質石灰石事業の終了したことに伴い、当該事業に関わる事業構造改革費用67,646千円を

特別損失に計上しております。その内訳は、主に人件費等であります。

　　　当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

　該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自　2022年4月１日

至　2023年3月31日）

当連結会計年度
（自　2023年4月１日

至　2024年3月31日）

その他有価証券評価差額金：

当期発生額 138,944千円 657,913千円

組替調整額 － 300

税効果調整前 138,944 658,213

税効果額 △32,802 △200,585

その他有価証券評価差額金 106,142 457,627

繰延ヘッジ損益：

当期発生額 △1,777 △748

税効果調整前 △1,777 △748

税効果額 543 229

繰延ヘッジ損益 △1,233 △519

 退職給付に係る調整額：

当期発生額 53,013 △11,359

組替調整額 18,984 10,047

税効果調整前 71,998 △1,312

税効果額 △22,031 401

退職給付に係る調整額 49,966 △910

持分法適用会社に対する持分相当額：

当期発生額 71,605 －

組替調整額 △220,389 －

持分法適用会社に対する持分相当額 △148,783 －

その他の包括利益合計 6,092 －

（連結包括利益計算書関係）

※その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額
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当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式

普通株式 2,130,000 － － 2,130,000

合計 2,130,000 － － 2,130,000

自己株式

普通株式（注）１．２． 57,885 93 10,100 47,878

合計 57,885 93 10,100 47,878

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2022年６月29日

定時株主総会（注１）
普通株式 31,945 15.0 2022年３月31日 2022年６月30日

2022年11月４日

取締役会（注２）
普通株式 31,945 15.0 2022年９月30日 2022年12月５日

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 31,944 利益剰余金 15.0 2023年３月31日 2023年６月30日

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注） １．普通株式の自己株式の株式数の増加93株は、単元未満株式の買取によるものであります。

 ２．普通株式の自己株式の株式数の減少10,100株は、㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）から対象者への株式給

付によるものであります。

 ３．普通株式の自己株式の当連結会計年度末株式数には、㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する株式

47,500株が含まれております。

 ２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（注）１．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に

対する配当金864千円が含まれております。

（注）２．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に

対する配当金712千円が含まれております。

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対す

る配当金712千円が含まれております。
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当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式

普通株式 2,130,000 － － 2,130,000

合計 2,130,000 － － 2,130,000

自己株式

普通株式（注）１．２． 47,878 123,124 13,200 157,802

合計 47,878 123,124 13,200 157,802

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年６月29日

定時株主総会（注１）
普通株式 31,944 15.0 2023年３月31日 2023年６月30日

2023年11月10日

取締役会（注２）
普通株式 31,942 15.0 2023年９月30日 2023年12月４日

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2024年６月27日

定時株主総会
普通株式 31,942 利益剰余金 15.0 2024年３月31日 2024年６月28日

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注） １．普通株式の自己株式の株式数の増加123,124株は、単元未満株式の買取124株、株式給付信託による取得

123,000株によるものであります。

 ２．普通株式の自己株式の株式数の減少13,200株は、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）から対象者への

株式給付等によるものであります。

 ３．普通株式の自己株式の当事業年度末株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する株式

157,300株が含まれております。

 ２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（注）１．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に

対する配当金712千円が含まれております。

（注）２．配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に

対する配当金981千円が含まれております。

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に関して㈱日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対す

る配当金2,359千円が含まれております。
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前連結会計年度
（自  2022年4月１日

至  2023年3月31日）

当連結会計年度
（自  2023年4月１日

至  2024年3月31日）

現金及び預金勘定 4,412,374千円 2,712,696千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 4,412,374 2,712,696

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、各事業本部が取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業

活動を展開しております。

したがって、当社グループは、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「機械関連事業」、「資源関連事業」、「不動産関連事業」及び「素材関連事業」の４つを報告セグメントとし

ております。

　「機械関連事業」は、舶用機器の設計・製作、空気予熱機等の一般産業機械等の設計・製作、プラント関連機

器の製作及び機械装置の据付・施工・監理を行っております。「資源関連事業」は、ハイシリカ（精製珪石粉

等）の製造・仕入・販売を行っております。「不動産関連事業」は、オフィスビルの賃貸を行っております。

「素材関連事業」は、耐熱塗料の製造・販売及びライナテックス（高純度天然ゴム）の仕入・加工・販売等を行

っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

連結
財務諸表
計上額
（注）２

機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,743,640 2,399,030 136,834 745,042 8,024,547 － 8,024,547

セグメント間の内部
売上高又は振替高

17,745 322 － 11,040 29,108 △29,108 －

計 4,761,386 2,399,352 136,834 756,083 8,053,656 △29,108 8,024,547

セグメント利益又は損

失（△）
△252,681 136,155 39,938 33,685 △42,901 3,904 △38,997

セグメント資産 8,397,300 1,658,501 2,402,435 869,500 13,327,737 1,660,210 14,987,947

その他の項目

減価償却費 243,633 73,098 15,855 15,337 347,925 6,295 354,220

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
644,634 109,521 11,796 41,841 807,793 5,330 813,124

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報
　　　　前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

　　（1）セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去10,039千円、全社費用△6,135千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　（2）セグメント資産の調整額は、全社資産1,660,210千円であります。全社資産は、主に報告セグメントに

帰属しない長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

　　（3）減価償却費の調整額6,295千円は、管理部門に係る資産及び休廃止鉱山の管理に使用する資産の減価償

却費であります。

　　（4）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額5,330千円は、本社機能運営管理に使用する工具器具

備品及びソフトウエアであります。

　　（5）報告セグメントとした機械関連事業の「セグメント資産」として記載している残高のうち、有形固定資

産の残高は2,116,706千円、無形固定資産の残高は56,689千円です。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

連結
財務諸表
計上額
（注）２

機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,275,232 2,198,213 139,867 673,659 8,286,972 - 8,286,972

セグメント間の内部
売上高又は振替高

22,647 - - 6,930 29,578 △29,578 -

計 5,297,880 2,198,213 139,867 680,589 8,316,550 △29,578 8,286,972

セグメント利益 130,218 137,864 32,258 20,693 321,035 4,940 325,976

セグメント資産 7,482,162 2,291,300 2,425,035 891,377 13,089,876 2,266,914 15,356,791

その他の項目

減価償却費 356,922 76,469 16,924 19,676 469,992 7,794 477,786

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
395,916 208,558 24,690 26,004 655,169 28,229 683,399

　　　　当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

　　（1）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去9,635千円、全社費用△4,694千円であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　（2）セグメント資産の調整額は、全社資産2,266,914千円であります。全社資産は、主に報告セグメントに

帰属しない長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

　　（3）減価償却費の調整額7,794千円は、管理部門に係る資産及び休廃止鉱山の管理に使用する資産の減価償

却費であります。

　　（4）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額28,229千円は、休廃止鉱山の管理に使用する構築物、

機械装置及び運搬具等であります。

　　（5）報告セグメントとした機械関連事業の「セグメント資産」として記載している残高のうち、有形固定資

産の残高は2,167,533千円、無形固定資産の残高は38,523千円です。

　　２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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前連結会計年度
（自　2022年4月１日

至　2023年3月31日）

当連結会計年度
（自　2023年4月１日

至　2024年3月31日）

１株当たり純資産額 4,937.57円

１株当たり当期純損失金額（△） △259.79円
　

１株当たり純資産額 5,441.73円

１株当たり当期純利益金額 121.11円
　

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、当期は１株当たり当期純損失金額であり、また、潜

在株式がないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

前連結会計年度
（自　2022年4月１日

至　2023年3月31日）

当連結会計年度
（自　2023年4月１日

至　2024年3月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額又は親会社

株主に帰属する当期純損失金額（△）（千円）
△540,128 247,574

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純損失金額（△）（千円）

△540,128 247,574

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,079 2,044

（１株当たり情報）

　（注）１．株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託制度における信託が保有する自社の株式

は、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めており、控除する当

該自己株式の期末株式数は、前連結会計年度47,500株、当連結会計年度157,300株であります。また、１株当

たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数に含めており、控除する当該

自己株式の期中平均株式数は、前連結会計年度50,607株、当連結会計年度85,407株であります。

２. １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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